
「ごみゼロ運動」で街がきれいに！
～捨てればごみ、分ければ資源～

毎年5月30日に近い一週間をごみゼロ（5･3･0）運動
推進期間と定め、「明日の郷土を考える会」が中心と
なって、市内の各種団体による協力をいただきながら、
ボランティア活動の一環として清掃運動に取り組んで
います。
第38回目を迎えるこの取組は、5月26日に「全市一斉

清掃日」として行われ、市内33団体590名が参加し、ご
み袋192袋分のごみが集まり、トラック3台の荷台が
いっぱいになりました。
資源ごみは本来リサイクルされますが、不法投棄さ

れたごみの多くは汚れているため資源化されずに処理
されます。
ごみはポイ捨てせず、分別収集にご協力ください。

川底探検 レッツゴー！！
～川の中を歩いてみよう～

6月1日、吉井町内を流れる南新川で「川底探検

レッツゴー」が行われました。以前に比べ、川に触

れ合う機会が少なくなっている現在、子どもたちに

川に触れ合ってもらおうと企画され、南新川の話を

聞いたり、実際に川に入り清掃しながらの川底探検、

ヤマメの掴み取りが実施されました。

まごころ製品販売会

6月8日、道の駅うきは店頭で、障がい者の皆さ

んが“まごころ”を込めて作ったパンやお菓子、

縫製品等の製品や事業所活動について理解を深め

ていただこうと、「まごころ製品販売会」が行わ

れました。

多くの方が訪れ、まごころの込められた製品を

買って行かれました。

土砂災害避難訓練

6月9日、妹川地区で「土砂災害避難訓練」が行

われ、約120名が参加しました。

避難勧告発令後、樫ヶ平区公民館に避難し、平

成29年九州北部豪雨災害の記録映像の上映、防災

講座、ＡＥＤの使用法の講習、土のう作成が行わ

れました。

災害時は、自助（自分の身は自分で守る）・共

助（隣近所でお互いに助け合う）が重要となりま

す。普段から災害へ警戒するとともに、お互いに

助け合える地域づくりが大切です。


